
75周年事業の経過報告-75周年まであと3年一

実行委員会の組織づくり         ´

この 1年は組織づくりから取 り掛かりましたc

特に部会をまとめていただく部会長さんは大切で

す。実際に75周年を形作って頂く大切なポジショ

ンですし、足掛け 5年の長丁場ですから、連、切れ

することなく責任を全 うしていただかないといけ

ません。心意気で引き受けていただいた方、随分

と悩みながらも受けていただいた方、皆さまには

無理を承知の上で引き受けていただきました。役

員会議は 2ケ 月に一度。忙しい中でも毎回きっち

り集まっていただいて議論していますc有難い限

りです。

事業概要の組立

事業内容の組立には、あえて 1年を掛けましたc

体育会に慣れた諸先輩からは「委員長がこうだと

決めて、さっさと指図すればいい」と随分お叱り

も受けました。が、結果的に年度末には実行委員

会の共通認識として、今年の総会に事業内容、予

算をお示しすることができ、承認いただきました。

平成23年の秋の一日、記念事業、記念式典、祝賀

会を開催いたします。記念事業は講演会とし、同

志社や航空部、空にゆかりの深い方のお話を頂き

ます。50周年の記念式典は祝賀会と同時進行でし

た。今回はしっか りとメリハリをつけ、厳粛な式

典の実施後、盛大に宴を催したいと思います。ま

だ先のことですが、その日は朝から礼拝、昼食を

含めた学内エクスカーション、午後からは記念事

業、記念式典、祝賀会、締めくくりは 2次会まで、

同志社と航空部を満喫していただく1日 に仕上げ

たいと思います。

75周年実行委員会委員長 庄 博 志

今だから新機体の導入を

一方で50周年のときに頂いた ASK23も 運用開

始して20年が経ちました。今やその性能だけでは

戦力的にも劣勢な状況は否めず、他校がここ近年

次々と最新鋭の上級機を導入して結果を出してい

ます。部員数が回復し、現役の機運が Lがってい

る今のチャンスを逃せません。今回は周年に合わ

せ現役が自ら新機体の導入を上げてきましたc

OB会 も最大限の努力をしたいと思います。これ

からは、学生や実行委員会から物心両面でのご協

力をお願いする事になりますが、何卒よろしくお

願いいたしますc

事業予算

具体的には、OBの皆様には、この平成20年度

から4年間、従来の翔友会会費(6月 1万 円)に加

え、年 2万円(9月 、12月 各 1万円)、 4年間で計

8万円の特別会費 (寄付)をお願いしたく存じます.

経済状況の厳しい折、まことに勝手な依頼ですが、

どうぞご理解を頂きたいと思います。この別途会

費につきましては、寄付金控除の対象となるよう、

大学側と協議を進めています。また、現在のとこ

ろ新機体は ASW28を対象としていますが、教官

団との状況判ll~で機種変更の可能性もご理解くだ

さい。

翔友会ゴールドカード

ユニオンの各部もクラブ毎のゴールドカードの

導入を進めています。年会費無料のゴールドカー

ドで、事務的には会費の自動引き落としで効率化

が図れ、利用金額に応じて部にインセンティブが

入り、所有者は他のゴールドカー ドと同様の特典

がついています。カー ド会社のセールスマンに
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なった気分ですが、この機会に是非ご人会くださ

いc

おわりに

年次委員様、ブロック幹事様にも適時ご説明す

る機会を計画しております。秋には、琵琶湖畔に

ある同志社リトリートセンターで、学生と 1泊の

研修交流会も実施し議論を深めます.真近な「1然

と、整った施設があり、学生や OBに も人気です。

是非ご参加ください。また75周年の言羊細について

ご質問やご意見がございましたら、実行委員会役

員がご説明中し上げ、意見聴取も心がけますので、

お気軽にご一報くださいますようお願いいたしま

す。周年の理解の輪が広がります事を期待するば

かりです。
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